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技
術
編

90
s t e p

土
づ
く
り
の
徹
底 

②

腐
植
が
増
え
る
と
自
然
農
法
に
適
し
た
土
が
で
き
る

　
ミ
ミ
ズ
の
い
る
畑
。
ミ
ミ
ズ
は
た
く
さ

ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
糞
は
栄
養
豊
富
な
団
粒
を
つ
く
り
、
死

ぬ
と
分
解
さ
れ
て
新
た
な
栄
養
分
を
土
に

供
給
し
て
く
れ
ま
す
。

　団粒をよく見ると、小さ
な土の塊が集まってくっつ
き合い、大きな団粒になっ
ているのが分かります。

団粒内の小さな
隙間で水分保持

土粒子の接着剤
となる腐植や粘土

団粒間の大きな隙間で
排水と通気

粘土の違い団粒構造

養分

ウクライナの黒土
に含まれる粘土
は、養分をくっつ
ける力が大きい。

日本の土の粘土
は、養分をくっつ
ける力が小さい。

　

　
　　
土の
団粒度を

調べてみよう。
　ペットボトルと水を用意して、簡
単に土が団粒構造かどうかを調べる
ことができます。

腐植の少ない土腐植の多い土

❶畑を数センチ掘り、スプーンで土を採取し
ます。試料として使うのは２杯程度です。

❷紙でロートを作り、９分目まで水
を入れたペットボトルに採取した土
を入れます。

❸土を入れたら、満杯になるよ
うに水を加え、蓋をします。

❹ペットボトルを
ゆっくりと５、６
回縦方向に回転さ
せます。

❺
数
時
間
放
置
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
透

か
し
て
向
こ
う
側
が
見
え
た
ら
団
粒
構
造

（
左
）
で
、
右
の
よ
う
に
濁
っ
た
ま
ま
だ

と
そ
う
で
は
な
い
と
判
定
で
き
ま
す
。
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前
号
で
は
、
土
の
素
に
な
る
岩
石
が

時
間
と
共
に
細
か
く
砕
か
れ
る
こ
と
や

土
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
今
回

は
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
し
て
土
に

変
化
す
る
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

畑
の
土
の
粘
土
分
が
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
は
世
界
共
通

の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
性
質
は
一
様
で

は
な
く
、
例
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
あ

る
チ
ェ
ル
ノ
ー
ゼ
ム
と
い
う
黒
土
は
、

養
分
を
吸
着
し
て
保
持
す
る
力
が
非
常

に
大
き
な
粘
土
を
含
み
、
肥
沃
な
土
と

し
て
有
名
で
す
。
一
方
、
日
本
の
土
に

含
ま
れ
る
粘
土
は
、
世
界
的
に
み
る
と

養
分
を
保
持
す
る
力
が
比
較
的
弱
い
と

い
え
ま
す
。

　

こ
の
弱
点
を
補
う
の
が
腐
植
で
す
。

腐
植
と
は
、
落
葉
や
枯
れ
枝
、
枯
草
な

ど
が
、
土
の
中
で
微
生
物
や
ミ
ミ
ズ
な

ど
の
土
壌
動
物
に
よ
っ
て
、
多
様
な
分

解
と
合
成
を
経
て
、
黒
色
で
無
定
形
の

分
解
中
間
物
に
変
え
ら
れ
た
も
の
で
、

土
に
固
有
の
有
機
成
分
で
す
。

　

腐
植
の
少
な
い
土
は
非
常
に
微
細
な

土
の
粒
子
が
詰
ま
っ
た
状
態
（
単
粒
構

造
）
で
、
固
く
て
水
は
け
も
根
伸
び
も

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
腐
植
が
接

着
剤
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

粒
子
と
粒
子
を
く
っ
つ
け
て
団
子
の
よ

う
な
大
き
い
粒
（
団
粒
化
）
に
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
細
か
な
根
や
カ
ビ
類

の
菌
糸
も
土
の
粒
子
を
く
っ
つ
け
る
働

き
を
し
ま
す
。
一
方
、
ミ
ミ
ズ
は
土
を

食
べ
て
糞
に
す
る
過
程
で
小
さ
な
粒
を

大
き
な
団
粒
に
し
て
い
く
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
は
、
丸
み
の
あ
る

団
粒
が
積
み
重
な
り
、
さ
ら
に

多
く
の
大
小
様
々
な
隙
間
の
あ
る
複
雑

な
構
造
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
団
粒
内

部
の
小
さ
な
隙
間
は
水
を
保
ち
、
団
粒

と
団
粒
の
間
の
大
き
な
隙
間
は
、
大
雨

な
ど
で
溜
ま
っ
た
余
分
な
水
を
下
方
に

流
し
、
新
鮮
な
空
気
の
通
り
道
と
な
り

ま
す
。
団
粒
化
す
る
こ
と
で
、
養
分
を

保
持
す
る
力
も
大
き
く
な
る
な
ど
、
作

物
に
と
っ
て
理
想
的
な
土
に
変
化
し
ま

す
。
作
物
は
こ
の
隙
間
を
縫
う
よ
う
に

根
を
グ
ン
グ
ン
と
伸
ば
し
な
が
ら
、
水

と
養
分
を
吸
収
し
生
長
し
て
い
き
ま

す
。
作
物
の
根
張
り
の
良
い
土
に
す
る

こ
と
が
、
肥
料
に
頼
ら
ず
、
土
の
力
で

作
物
を
栽
培
す
る
自
然
農
法
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

で
は
次
に
、
私
た
ち
の
畑
の
土
が
団

粒
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
簡

単
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す

の
で
紹
介
し
ま
す
。
団
粒
の
中
で
も
水

の
中
で
す
ぐ
に
壊
れ
な
い
団
粒
（
耐
水

性
団
粒
）
が
重
要
で
す
の
で
、
こ
れ
を

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
と
土
を
入
れ

て
、
静
か
に
数
度
転
倒
さ
せ
る

こ
と
を
繰
り
返
し
て
か
ら
静
置
さ
せ
、

水
の
濁
り
程
度
を
観
察
す
る
も
の
で

す
。
団
粒
が
よ
く
発
達
し
た
良
い
土
で

は
、
静
置
し
た
瞬
間
か
ら
濁
り
が
少
な

く
透
明
感
が
あ
り
ま
す
。
10
分
程
度
で

水
が
澄
ん
で
く
る
よ
う
な
ら
良
い
土
で

す
。
数
時
間
か
か
っ
て
も
澄
ん
で
こ
な

い
よ
う
な
ら
、
良
質
の
自
然
堆
肥
を
入

れ
て
土
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

し
ょ
う
。
砂
の
多
い
土
の
場
合
は
、
団

粒
と
は
関
係
な
く
水
が
澄
ん
で
し
ま
い

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。詳
し
く
は
、

右
の
ペ
ー
ジ
に
手
順
を
紹
介
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
自
分
の
畑
の
土

で
試
し
て
み
て
下
さ
い
。

kitchen garden 家庭菜園

農事暦

５月、６月にできる主な農作業

夏
野
菜
の
た
め
の
は

種
と
定
植
の
時
期

で
あ
り
、
春
野
菜
の
収
穫

時
期
で
も
あ
り
、
畑
が
一

年
で
も
っ
と
も
忙
し
く
な

る
時
期
で
す
。
作
付
け
を

す
る
前
に
年
間
の
栽
培
計
画
を
立
て

て
お
く
と
、
畑
を
効
率
よ
く
利
用
で

き
る
の
で
、
野
菜
の
栽
培
暦
を
参
考

に
計
画
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
こ

れ
か
ら
が
栽
培
の
本
番
。
草
と
虫
に

負
け
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

カボチャ、キュウリ、
ラッカセイ

定植は種
キュウリ、ショウガ、
スイカ、トマト、ナス、
ピーマン、サツマイモ、
ハネギ

収穫
イチゴ、エンドウ、
ソラマメ、コマツナ、
アスパラガス、
ニラ、ホウレンソウ、
フダンソウ

※
大
仁
農
場
で
の
実
施
日
を

基
本
に
し
て
い
ま
す
。

　

　
　　
土の
団粒度を

調べてみよう。
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イベント名 実施日 備考実施場所

 平成 26 年６月 23 日
10 時～

自然農法栽培技術講座

笠岡市

総社市

倉敷市

岡山市

津山市

笠岡学園

吉備路クリーンセ
ンター交流館

阿部農園

森安農園

戸脇公会堂

 平成 26 年６月 21 日
13 時 30 分～

 平成 26 年６月 21 日
10 時～

 平成 26 年６月 22 日
10 時～

 平成 26 年６月 22 日
13 時 30 分～

各場所とも定員 20 名。
受講料	 1,000 円
※生産者会員と賛助会員は 500 円

岡山県

鹿児島県

詳細は鍵山普及員（090-4890-4357）　s-kagiyama@moa-inter.or.jp　まで。

詳細は自然食の MOA かごしま店（099-268-7578）まで
ナチュラルファーマーズ
マーケット　健康野菜市

鹿児島市 自然食の MOA
かごしま店駐車場

平成 26 年５月25日
６月22日

近隣の自然農法生産者が新鮮な野菜を販
売します。是非お越し下さい。

詳細は「知多自然農法研究会」／斉藤 （0569-34-7564）まで。

自然農法セミナー

家庭菜園セミナー

甚目寺観音手作り朝市

さつきの会「朝市」

無農薬で野菜づくり
セミナー

豊川市

豊橋市

あま市

豊川市

あま市

プリオ 4 階
大講義室

植田校区市民館

あま市甚目寺境内

ＭＯＡ健康生活館
　豊川

あま市美和情報
ふれあいセンター

 平成 26 年５月 11 日

 平成 26 年５月 23 日

 平成 26 年５月 12 日
６月 12 日

 毎週土曜日

 平成 26 年５月 16 日

開催時間は 13 時 30 分〜 15 時 30 分。

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は９時〜 12 時。

開催時間は９時〜 12 時。

開催時間は 10 時〜 12 時。

詳細は「さつきの会」／鈴木（0553-86-2524）まで。

詳細は「稲穂の会」／菅谷（090-3586-1871）まで。

詳細は「菜っちゃんくらぶ」／栗田（090-8862-1680）まで。

詳細は「さつきの会」／鈴木（0553-86-2524）まで。

詳細は「菜っちゃんくらぶ」／栗田（090-8862-1680）まで。

自然農法セミナー 常滑市 南陵公民館  平成 26 年５月 25 日 開催時間は 10 時〜 12 時。

家庭菜園現地研修会
自然農法セミナー

揖斐川町

羽島市

大垣市

多治見市

岐阜市

岐阜市
加藤菜園

揖斐センター

羽島文化
センター

安井地区センター

蔵珍窯

高桑
コミュニティー

岐阜会館
平成 26 年６月 20 日

平成 26 年５月 26 日

平成 26 年５月 10 日
６月  ７日

平成 26 年５月 19 日

平成 26 年５月 20 日
５月 19 日

平成 26 年
5 月 10 日 9 時 30 分～
5 月 24 日 9 時 30 分～
６月  7 日 9 時 30 分～
６月 21 日９時 30 分～

平成 26 年５月 11 日
開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 10 時〜 12 時。

講義の内容は夏野菜の病害虫１です。
開催時間は両日とも 13 時 30 分〜。

開催時間は 10 時〜。

開催時間は両日とも 10 時〜。

講義の内容は５月 10 日が夏野菜の管理
１、５月 24 日が夏野菜の管理２、６月
７日が病害虫１、６月 21 日が病害虫２
の予定になっています。

開催時間は 13 時〜 15 時。

岐阜県 詳細はＭＯＡ岐阜会館／下田普及員（090-2921-4449）まで。

　　　　　　　　　５月、６月のイベント情報

愛知県
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network 全国自然農法ネットワーク

イベント名 実施日 備考実施場所

家庭菜園入門セミナー 宮古市 太田一利菜園 平成 26 年５月 18 日
６月 22 日

５回積上げの家庭菜園セミナーです。
受講料は計 5,000 円（テキスト代込み）。

岩手県 詳細は MOA 宮古センター（TEL 0193-63-1266　Fax 0193-63-1377）まで

家庭菜園セミナー

家庭菜園入門セミナー

家庭菜園入門セミナー

水稲・野菜現地研修会
（生産者・消費者対象）

大船渡市

陸前高田市

岩手町

盛岡市

未定

越喜来清水弘圃場

菊池圃場

佐藤康子菜園

箱清水菜園

未定

平成 26 年５月 18 日

平成 26 年６月 15 日

平成 26 年５月と６月
の月１回（日は未定）

平成 26 年５月と６月
の月１回（日は未定）

６月上旬を予定

年間積み上げで受講料は 1 回 300 円。
（テキスト 1,500 円別途）。主催は大船
渡地域研究会。

５回積み上げで受講料は 1 回 1,000 円
（テキスト 1,500 円別途）。主催は美育・
食育ボランティアクレマチス。

５回積上げで受講料は計 5,000 円
（テキスト代込み）。共催はもりおか・た
きざわ家庭菜園ネットワーク。

奥州普及会の開催です。実施場所と日程
はお問い合わせ下さい。

詳細は清水弘（0192-27-5573）まで

詳細は佐藤康子（0195-62-3420）まで

詳細は宮田正子（019-661-5395）／米倉千代子（019-643-5561）／井上良子（019-687-1479）まで

詳細は MOA 水沢センター（0197-24-8460）まで

自然農法セミナー 一宮市 一宮市大和公民館  平成 26 年５月９日 開催時間は 10 時 30 分〜 12 時。

詳細は「食と美をすすめる会」／石黒（ 0586-44-0669）まで。

第２回自然農法講座

誰でもわかる！
有機農業講座

那須黒羽営農研究会
田植え交流会

駒場農園田植え交流会

自然農法セミナー

自然農法セミナー

小田原市

大田原市那
須黒羽営農
研究会ほ場

駒場農園

那須黒羽
営農研究会ほ場

新城市

長久手市

一宮市

小田原フラワガー
デン前の自然農法
ほ場

新城市文化会館

長久手まちづくり
センター

一宮市奥町公民館

 平成 26 年５月 17 日

 平成 26 年５月３日

 平成 26 年５月９日

主催は小田原自然農法家庭菜園研究会。
定員は 30 名で参加費は 1,000 円です。
開催時間は 10 時〜 12 時。

日光清流会の催しです。詳細は山川普及
員まで。

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は９時〜 12 時。

開催時間は 13 時 30 分〜 16 時。

神奈川県

愛知県

栃木県

詳細は小田原自然農法家庭菜園研究会事務局／担当宮川（ 0465-35-9455）まで

詳細は「鳳来普及会」／夏目（0536-32-0235）まで。

詳細は山川普及員（090-8420-9307）まで

詳細は詳細は「あいち長久手ファーム」／藤田（052-936-2598）まで。

詳細は「おもてなしの会」／名和（ 090-4469-2857）まで。

みんないきいき野菜の日

地産池消・野菜の日

前橋市

港区

ＭＯＡオレンジ
ハウス新前橋店

東京療院正面
（品川税務署の
　   向かい側）

平成 26 年５月 17 日
６月 21 日

平成 26 年５月 18 日

平成 26 年５月 24 日

平成 26 年６月に予定
しています

平成 26 年５月 21 日
６月 18 日

地場野菜の販売会です。

東京生まれのとりたて自然農法産野菜が
都心で購入できます。
開催時間は 14 時〜 17 時 30 分。

群馬県

東京都

詳細はＭＯＡオレンジハウス新前橋店／担当栗原（027-252-3811）まで

詳細は地産地消・野菜の日実行委員会（03-3776-1941）まで

　　　　　　　　　５月、６月のイベント情報
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平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
か
ら

自
然
農
法
の
鳥
取
県
担
当
普
及
員

を
務
め
る
傍
ら
鳥
取
（
八
坂
）
農

場
に
お
い
て
自
然
農
法
の
稲
作
の

研
究
に
取
組
み
ま
し
た
。当
時
は
、

県
内
の
自
然
農
法
先
駆
者
で
あ
る

故
谷
口
如
典
さ
ん（
鳥
取
市
松
原
）

が
１
９
８
５
年
10
月
号
の
現
代
農

業
で
、「
１
回
入
れ
れ
ば
５
年
間
有
効
!!
モ

ミ
ガ
ラ
で
除
草
〜
倒
れ
な
い
イ
ネ
が
で
き
て

安
定
６
０
０
㎏
穫
り
〜
」
が
全
国
に
発
信
さ

れ
て
以
来
、
当
地
で
も
そ
の
手
法
が
普
及
し

て
い
た
頃
で
す
。
そ
れ
は
「
も
み
が
ら
反
１

ｔ
と
油
カ
ス
１
０
０
㎏
を
入
れ
て
秋
・
春
に

何
回
も
二
山
耕
起
す
る
と
雑
草
に
勝
つ
」
と

い
う
方
法
で
し
た
。
そ
こ
で
鳥
取
農
場
で
も

試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

収
量
は
反
８
俵
弱
を
確
保
し
ま
し
た
が
、

草
は
コ
ナ
ギ
や
ホ
タ
ル
イ
な
ど
が
多
発
し
、

予
期
に
反
し
た
形
と
な
り
、
何
か
ほ
か
の
対

策
を
講
じ
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

た
め
自
然
観
察
を
重
点
に
考
察
し
て
み
る

と
、「
資
材
を
投
入
す
れ
ば
投
入
す
る
ほ
ど

草
が
生
え
る
、
そ
れ
は
イ
ネ
に
と
っ
て
余
分

な
窒
素
源
を
草
が
吸
収
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
こ
と
に
思
い
至
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
秋
耕
起
時
に
油
カ
ス
反
60

～
80
㎏
を
投
入
す
る
と
、
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ

ウ
が
冬
か
ら
春
先
に
過
繁
茂
に
な
り
、
春
耕

起
時
に
油
カ
ス
反
20
～
40
㎏
を
投
入
し
た
た

め
に
コ
ナ
ギ
の
発
生
を
助
長
し
対
策
に
手
こ

ず
る
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

８
年
間
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
因
果
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
の
収
穫
後
か
ら
、
改
め
て

自
然
農
法
の
原
点
に
帰
っ
て
米
づ
く
り
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

自
然
農
法
の
イ
ネ
づ
く
り
の
実
際

　

次
に
、
私
が
８
年
間
実
施
し
て
き
た
自
然

農
法
（
無
肥
料
栽
培
）
の
イ
ネ
づ
く
り
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
の
収
量
（
平
成
24

年
次
）
は
、
反
当
７
俵
弱
で
し
た
。
農
場
収

穫
祭
で
、
白
米
を
試
食
し
た
方
か
ら
、
と
て

も
好
評
を
得
ま
し
た
。
私
自
身
も
、「
段
々

と
美
味
に
な
り
、
腹
持
ち
が
よ
く
な
っ
て
き

た
か
な
」と
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

以
下
、
前
述
の
谷
口
氏
が
「
農
業
技
術
体

系
・
精
農
家
の
実
際
」（
農
文
協
発
刊
）
の

中
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
「
自
然
農
法
栽
培
の

根
本
理
念
は
、
あ
く
ま
で
も
自
然
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
れ

が
農
民
道
で
あ
り
、
自
然
の
摂
理
に
照
ら
し

て
農
業
技
術
や
農
作
業
な
ど
の
実
際
の
行
為

が
土
や
作
物
に
対
す
る
愛
情
の
発
露
で
あ
っ

て
、
そ
の
行
為
こ
そ
が
土
の
偉
力
を
発
揮
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
と
信

じ
て
い
る
」
は
、
私
も
同
感
で
あ
り
、
私
な

り
に
追
求
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

耕
起

　

収
穫
後
の
稲
わ
ら
は
、
全
て
持
ち
出
す
こ

と
に
し
ま
す
。（
コ
ン
バ
イ
ン
の
性
能
上
、

無
結
束
で
回
収
し
持
ち
出
し
ま
で
１
週
間
余

り
必
要
。自
然
農
法
の
梨
農
家
に
無
償
提
供
）

１
回
目
の
耕
起
は
、
天
候
と
土
壌
の
乾
燥
状

態
を
見
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

春
の
彼
岸
ま
で
に
、
二
山
耕
起
で
深
さ
15

セ
ン
チ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
を
行
い
ま
す
。
２

回
目
以
降
は
、
二
山
の
谷
の
乾
燥
状
態
と
ス

ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
等
の
雑
草
発
生
状
態
に

よ
っ
て
耕
起
を
行
い
ま
す
が
、
日
照
が
強
く

な
り
、
乾
燥
し
す
ぎ
る
と
表
土
の
塊
が
極
度

に
硬
く
な
る
の
で
、
２
～
３
日
の
内
に
続
け

て
耕
起
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま

す
。

（
こ
の
塊
は

３
～
４
回

目
の
耕
起

で
も
、
代

掻
き
で
も

簡
単
に
は

溶
け
な
い
）

　

無
肥
料

栽
培
を
続

け
る
と
過

剰
な
窒
素
（
肥
毒
）
が
無
く
な
る
の
で
、
水

田
雑
草
の
生
育
も
抑
制
さ
れ
る
が
５
月
に
入

る
と
、
地
力
窒
素
の
発
現
と
共
に
ス
ズ
メ
ノ

テ
ッ
ポ
ウ
な
ど
が
生
長
す
る
の
で
、
そ
の
対

策
と
し
て
最
後
（
５
月
初
旬
）
の
耕
起
は
浅

く
表
面
の
み
行
い
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
荒
く
深
く
（
深
さ
15
㎝
）、
２

回
目
以
降
は
徐
々
に
浅
く
（
深
さ
10
㎝
）、

ロ
ー
タ
リ
ー
耕
は
中
速
で
、
３
回
目
以
後
は

高
速
で
行
い
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
バ
ー

を
山
に
当
た
ら
な
い
程
度
に
下
げ
、
土
の
移

動
を
抑
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

枕
う
ち
の
際
の
留
意
点

　

ト
ラ
ク
タ
ー
を
旋
回
す
る
時
、
ど
う
し
て

も
掘
れ
た
り
、
山
に
な
っ
て
波
打
ち
状
態
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
代
掻
き
時
に
耕

起
し
て
も
土
が
戻
ら
な
い
低
い
ま
ま
と
な
る

の
で
、
春
耕
起
の
後
、
ク
ワ
や
ス
コ
ッ
プ
等

で
山
の
高
さ
を
揃
え
ま
す
。（

次
号
に
続
く
）

research 研究最前線

　ロータリー耕で繁茂してきたスズメノ
テッポウ等の草。

　二山耕起を行った後の本田。

自然農法の米づくり①

基
本
的
な
考
え
方
か
ら
耕
起
ま
で

農業・環境・健康研究所 元鳥取農場長 / 中野喜美公益財団法人

本
田
の
準
備
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　前列の左が栗田美帆さん、右が
上野幸永さん。後方左から石川夫
妻、斉藤夫妻。中央に立つのは飛
び入り参加のお客さん。とにかく
このお店はフレンドリーなのだ。

　都会のいち消費者として、有機農業の
現実を見た時の素朴な疑問。買いたい人
も作りたい人もたくさんいるのに売る場
所が少ない。そんな現状を少しでも打開
しようと２人の主婦が立ち上がった。お
寺の境内に開店した小さな露店で主婦パ
ワーがただいま全開中だ。

甚目寺の手づくり朝市

小さなお店の
大きな幸せ

ー愛知県あま市ー
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仏
教
が
伝
来
し
て
か
ら
わ
ず
か
60
年

後
に
開
山
の
起
源
を
も
つ
甚じ

も
く
じ

目
寺
は
、

奈
良
の
法
隆
寺
や
大
阪
の
四
天
王
寺
と

並
び
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
古こ

さ
つ刹
。
重
要
文

化
財
の
建
築
物
も
多
く
、
と
て
も
気
楽

に
お
参
り
で
き
る
雰
囲
気
で
は
な
い
と

思
い
き
や
、
手
づ
く
り
朝
市
が
開
か
れ

た
３
月
12
日
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

の
露
店
が
立
ち
、
近
隣
ば
か
り
で
な
く

遠
方
か
ら
の
人
々
が
境
内
を
埋
め
尽
く

し
、
ま
る
で
お
祭
り
騒
ぎ
だ
。
こ
こ
に

近
く
の
自
然
農
法
生
産
者
の
有
志
た
ち

が
出
店
す
る
よ
う
に
な
っ
て
３
年
、
市

民
と
の
間
に
生
ま
れ
た
絆
が
日
増
し
に

強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

今
は
お
店
の
運
営
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
支
え
る
上
野
幸ゆ

き
え永

さ
ん
と
栗
田

美
帆
さ
ん
だ
が
、
３
年
前
ま
で
は
何
所

に
で
も
い
る
ご
く
普
通
の
主
婦
だ
っ

た
。
少
し
違
う
と
す
れ
ば
、
安
全
な
食

へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
か
っ
た
こ
と
。
そ

こ
で
２
人
が
通
い
始
め
た
の
が
、
あ
ま

市
で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
の
自
然
農
法
野

菜
を
栽
培
す
る
菜
っ
ち
ゃ
ん
農
園
だ
っ

た
。
こ
れ
だ
け
の
関
係
だ
と
、
た
だ
の

生
産
者
と
消
費
者
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

菜
っ
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
を
立
ち
上
げ
た
栗
田
さ
ん
。

　与えられたのはわずかなスペース。しかし、お客さんが途切れることは
ない。みんな、いい野菜と元気をもらいにやってくるのだ。

　甚目寺の手づくり朝市は、今や遠くから
もお客さんが訪れ、毎回大盛況だという。

　自慢の鉢植えを
売る石川さん。
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も
の
だ
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。

菜
っ
ち
ゃ
ん
農
園
の
経
営
者
夫
婦
と
意

気
投
合
、
暫
く
す
る
と
美
帆
さ
ん
が
社

員
と
な
り
手
伝
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
美
帆
さ
ん
が
知
っ
た
の
は
、

せ
っ
か
く
安
全
で
美
味
し
い
自
然
農
法

野
菜
を
つ
く
っ
て
も
売
る
場
所
が
限
ら

れ
て
い
る
現
実
だ
っ
た
。
考
え
て
み
れ

ば
、
自
分
も
こ
の
よ
う
な
野
菜
と
出
会

う
の
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。「
だ
っ

た
ら
、
も
っ
と
消
費
者
と
出
会
う
場
所

を
つ
く
れ
ば
い
い
」
と
素
直
に
思
っ
た

と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
同
じ
あ

ま
市
に
あ
る
甚
目
寺
が
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
業
者
が
出
店
す
る
市
は
あ
っ

た
が
、
こ
れ
を
地
域
の
人
た
ち
に
開
放

し
て
、
月
１
回
の
手
づ
く
り
朝
市
を
境

内
で
開
く
こ
と
に
し
た
の
だ
。
チ
ャ
ン

ス
到
来
だ
っ
た
。
美
帆
さ
ん
と
幸
永
さ

ん
は
相
談
し
て
菜
っ
ち
ゃ
ん
農
園
の
野

菜
を
そ
こ
で
売
る
こ
と
に
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
成
功
だ
っ
た
。

地
域
か
ら
数
多
く
の
出
店
が
あ
り
、
お

客
さ
ん
も
大
勢
訪
れ
た
。
菜
っ
ち
ゃ
ん

農
園
の
お
店
も
好
評
だ
っ
た
が
、
２
人

残
念
な
が
ら
教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
そ
ん
な
折
に
見
た
の
が
市
の
広

報
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
参
加
を
申
し
込
む

と
、
持
ち
前
の
向
学
心
か
ら
メ
キ
メ
キ

腕
を
上
げ
、
１
年
前
に
は
自
然
農
法
に

転
換
、
今
や
菜
っ
ち
ゃ
ん
農
園
と
並
ん

で
朝
市
の
主
力
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
。

　

も
う
一
人
、
紹
介
し
た
い
の
が
石
川

務
さ
ん
夫
妻
だ
。
定
年
後
に
悠
々
自
適

の
生
活
を
夫
婦
共
通
の
趣
味
で
あ
る
園

芸
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、
ど
う
せ
な
ら

有
機
で
育
て
た
い
と
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
た
。
学
ぶ
う
ち
に
上
野
さ
ん
た
ち
の

活
動
に
共
鳴
。「
こ
う
や
っ
て
仲
間
や

お
客
さ
ん
と
ワ
イ
ワ
イ
や
る
の
が
楽
し

い
」
と
夫
婦
揃
っ
て
必
ず
朝
市
に
や
っ

て
く
る
。

　

２
人
の
主
婦
の
素
朴
な
疑
問
か
ら
始

ま
っ
た
自
然
農
法
野
菜
の
朝
市
。
菜
っ

ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
を
立
ち
上
げ
て
セ
ミ

ナ
ー
か
ら
味
噌
づ
く
り
な
ど
の
料
理
教

室
へ
と
拡
大
中
だ
。「
で
き
る
こ
と
で

協
力
し
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
理
屈

抜
き
で
楽
し
い
の
よ
」
と
い
う
幸
永
さ

ん
の
笑
顔
が
、
こ
の
活
動
の
未
来
を
す

べ
て
物
語
っ
て
い
る
。

special 地産地消

主
婦
の
素
直
な
疑
問
が

消
費
を
切
り
開
き

生
産
者
を
増
や
し
た 　

毎
月
欠
か
さ
ず
や
っ
て
く
る
若

い
マ
マ
は
子
供
た
ち
の
た
め
に
も

自
然
農
法
野
菜
を
必
ず
購
入
す
る

と
い
う
。
一
般
の
野
菜
と
比
べ
て

甘
く
、
し
か
も
お
手
頃
価
格
が
足

し
げ
く
通
う
理
由
だ
そ
う
だ
。

愛知県
あま市 / 甚目寺

は
何
か
寂
し
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。
と

い
う
の
も
、
生
産
者
ひ
と
り
だ
と
ど
う

し
て
も
野
菜
の
種
類
に
限
り
が
あ
る
か

ら
だ
。
そ
こ
で
次
の
一
手
に
出
た
。

　

自
然
農
法
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
、
生

産
者
や
愛
好
者
に
来
て
も
ら
い
、
仲
間

を
増
や
そ
う
と
考
え
た
の
だ
。
会
場
に

公
民
館
を
借
り
、
自
然
農
法
普
及
員
に

講
師
を
依
頼
、
市
の
広
報
に
掲
載
し
て

参
加
者
を
募
っ
た
。
す
る
と
ど
う
だ
ろ

う
。
定
員
30
名
を
上
回
る
ほ
ど
の
応
募

が
あ
り
、
２
人
は
大
い
に
勇
気
づ
け
ら

れ
た
。
し
か
も
、
初
回
の
セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
の
中
か
ら
、
２
人
の
思
い
に
賛
同

し
て
く
れ
る
仲
間
が
早
く
も
現
れ
る
。

　

斉
藤
伸
二
さ
ん
は
、
東
京
で
自
営
業

を
営
ん
で
い
た
。
奥
さ
ん
の
実
家
の
農

業
を
継
ぐ
た
め
に
あ
ま
市
に
や
っ
て
き

た
が
、
自
身
は
農
業
未
経
験
者
。
継
い

で
有
機
農
業
を
始
め
た
い
と
思
う
も
、
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取り組む事業　恒例となった 4月の「ＭＯＡ健康ま
つり」（収穫祭）は、畑で丸かじりするスイートコー
ンが「甘い！おいしい！」と評判になり、多くの家
族連れが訪れるようになりました。同まつりでは、
ジャガイモやニンジン、ダイコンなどの収穫体験
と「ＭＯＡの健康法」を紹介するブースを設け、好
評をいただいています。保育園や修学旅行の受け入
れ、地域のグリーンツーリズム協会と組んだ農業体
験等を行い、一般来場者の対応を含めた受け入れを
行いながら、自然農法の学びと癒しを提供していま
す。夏にはマンゴーの収穫が始まり、地域の生産者
と組んで出荷を行っており、同紙面での通信販売も
行っております。
沖縄県の依頼を受
けた、福祉施設に
おける有機農業セ
ミナーも開催して
おり、広く自然農
法を拡大する取り
組みを行っていま
す。

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
５

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
街
や
野

原
で
普
通
に
見
か
け
ま
す
。
繁

殖
力
が
旺
盛
で
、
他
の
在
来
植

物
を
駆
逐
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

特
定
外
来
生
物
法
に
よ
り
栽
培

や
移
動
を
禁
止
さ
れ
て
も
我
が

物
顔
で
街
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
の
が

平
成
16
年
で
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
が
そ
の
リ
ス
ト
に
載
っ
た

の
は
18
年
で
し
た
が
世
間
に
は

全
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
典
型
的
な
象
徴
が
、
あ
の
公

共
放
送
で
も
映
像
で
流
し
た

り
、
富
士
山
の
写
真
展
で
写
っ
て
い
る
も
の
を
入

賞
さ
せ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

花
は
比
較
的
大
き
く
綺
麗
で
目
立
つ
の
で
、
よ

く
一
輪
挿
し
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
を
見
か

け
ま
す
。
見
つ
け
た
ら
「
特
定
外
来
法
」
の
説
明

を
し
、そ
の
花
を
取
り
除
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
は
比
較
的
知

ら
れ
て
い
て
も
、
植
物

の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
か
つ

て
は
高
速
道
路
の
法
面

の
緑
化
に
多
く
使
わ
れ
、

季
節
が
来
る
と
一
面
が

黄
色
い
花
で
覆
い
尽
く

さ
れ
る
光
景
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
人
が
い
る

の
は
と
て
も
残
念
で
す
。

知
名
度
の
低
い
特
定
外

来
法
違
反
の
植
物

公益財団法人　農業・環境・健康研究所　勝倉光德

繁茂し続けるオオキンケイギク

癒しの里紀行

沖
縄
県
◆
沖
縄
瑞
泉
郷

ず
い
せん
き
う
ょ

巡
り

　
瑞
泉
郷
と
は
、自
然
農
法
の
実
証
展
示
を
行
い
な
が
ら
、

癒
し
を
求
め
る
方
の
た
め
の
公
園
整
備
を
行
い
、
一
般
に

公
開
し
て
い
る
施
設
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

国頭郡大宜味村字大保 326-245

ご来場の皆さんの笑顔です。

大宜味農場の遠景 healing

プロフィール　沖縄瑞泉郷は、世界一の長寿村と呼
ばれた、沖縄本島北部にある大宜味村の自然環境豊
かな地に平成 8年に開設されました。食育の一環と
して、自然や土に触れる機会の少ない子供たちのた
めに、自然農法の圃場を自然体験学習の場として開
放し、水田での田植えや稲刈り、畑ではジャガイモ
やサツマイモ等の収穫を親子で体験し、作物がどの
ようにして出来るのかを学べるように取り組んでい
ます。大自然に恵まれた地の利を生かし、池の周囲
を取りまく亜熱帯の原生林を楽しむことができる
「癒しの遊歩道」をはじめ、熱帯花木やシーサーが
出迎えてくれる「芝生の広場」等を設置し、憩いと
安らぎと癒しの伴った瑞泉郷を目指しています。

アクセス　直接瑞泉郷につながる公共交通機関はあ
りませんので、マイカー、レンタカーでの来場が便
利です。タクシーご利用の際は、名護市内からご乗
車ください。

農
業
の
未
来
を
追
究
す
る

　
大
宜
味
農
場
は
無
農

薬
、
無
化
学
肥
料
で
作
物

を
栽
培
す
る
持
続
可
能
な

農
業
の
研
究
や
普
及
、
実

証
展
示
圃
場
の
管
理
運

営
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
農
産

物
が
健
康
に
及
ぼ
す
関
係

の
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

サツマイモの収穫体験

ひまわり畑

ダイコンとったぁ〜

パパイヤの実

サマースクールの開催

生
き
物
観
察

第３回

売店

　瑞泉郷の入口
でシーサーがお
出迎え。

　

Ｕ
Ｓ
Ａ
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
に
よ
る
田
植

え
体
験
。

瑞泉郷内にある多目的ホール

　高台にあって瑞泉郷の全景が見
渡せる東屋。

www7b.biglobe.ne.jp/~ogimi-farm/
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を
当
初
か
ら
警
告
し
て
い
た
人
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。
人
類
は
、
今
「
科
学
栄

え
て
、
人
間
亡
ぶ
」
と
い
う
方
向
に
限

り
な
く
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
先
達
の
残
し
た
言
葉
に
耳
を
傾

け
る
時
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
ま
だ
、
稲

の
声
を
聴
け
る
境
地
に
は
至
っ
て
い
な

い
が
、
少
し
ず
つ
そ
れ
を
目
指
し
て
自

然
農
法
の
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
自
然
農
法
に
こ
そ
真
の

農
学
へ
の
道
が
拓
か
れ
て
い
る
こ
と
を

変
わ
ら
ず
信
じ
な
が
ら
。

（
２
０
１
４
年
立
春
に
記
す
）

く
、
待
つ
、
受
け
入
れ
る
、
許
す
な
ど

の
意
味
に
も
出
合
う
。

　

横
井
博
士
は
、
今
も
な
お
名
著
と

し
て
語
り
継
が
れ
る
『
栽
培
汎
論
』

（
１
８
９
８
）
の
中
で
、
品
種
改
良
の

重
要
性
を
指
摘
し
、
私
が
専
門
と
す
る

「
育
種
」
と
い
う
用
語
を
初
め
て
提
唱

し
た
人
で
あ
る
。
博
士
が
開
発
し
た
、

「
塩
水
選
法
」
は
１
０
０
年
後
の
現
在

も
稲
作
農
家
の
基
本
技
術
と
し
て
生
き

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、私
は
、

殊
に
博
士
に
は
大
き
な
興
味
を
抱
い
て

き
た
。
し
か
し
、
私
が
強
く
惹
か
れ
て

い
る
宮
沢
賢
治
や
足
尾
銅
山
鉱
毒
事

件
に
関
わ
り
歴
史
に
名
を
留
め
る
田

中
正
造
と
博
士
が
深
く
つ
な
が
っ
て

い
た
こ
と
は
最
近
知
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
。
賢
治
は
、
盛
岡
高
等
農
林
在

学
中
、
農
民
の
側
に
立
つ
博
士
の
講

義
に
感
動
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。
博
士
は
、
ま
た
、
正
造
の
闘
い

を
学
者
の
立
場
か
ら
支
援
し
、
終
生

こ
の
公
害
事
件
を
告
発
し
続
け
た
。

　

博
士
は
、「
農
学
栄
え
て
、
農
業

亡
ぶ
」
と
、
農
業
や
農
民
の
現
実
か

ら
遊
離
し
て
い
く
農
学
の
あ
り
よ
う

　
「
稲
の
こ
と
は
稲
に
聴
け
」
は
、
日

本
農
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
横
井
時
敬

（
と
き
よ
し
）
博
士
（
１
８
６
０
〜

１
９
２
１
）
の
よ
く
知
ら
れ
た
語
録
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
博
士
は
、
明
治
の
初

め
、
札
幌
農
学
校
の
翌
年
に
開
校
さ
れ

た
駒
場
農
学
校
に
学
ぶ
。
駒
場
農
学
校

で
は
、
西
洋
近
代
科
学
の
学
理
を
学
ば

せ
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
や
ド
イ
ツ

人
教
師
を
多
く
招
聘
し
な
が
ら
、
一
方

で
、
日
本
の
伝
統
的
農
業
に
精
通
す
る

老
農
と
呼
ば
れ
る
農
家
を
登
用
す
る
ユ

ニ
ー
ク
な
教
育
を
行
っ
て
い
た
。
農
業

の
現
場
に
立
つ
実
学
を
重
視
す
る
博
士

の
農
学
思
想
は
、
こ
の
よ
う
な
教
育
の

土
壌
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

稲
に
聴
け
、
と
い
う
言
葉
の
重
み
を

本
当
に
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

実
は
、
大
仁
農
場
で
実
際
に
稲
の
育
種

を
始
め
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

以
前
、
大
学
で
40
年
近
く
も
稲
の
研
究

に
携
わ
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か

し
、
研
究
の
場
に
お
い
て
は
、
稲
は
生

essay 種、いのち、を育てる㊲

き
も
の
で
は
な
く
、
単
な
る
実
験
材
料

と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
研
究
論
文
作
成

の
デ
ー
タ
を
取
る
た
め
に
、
稲
は
も
の

さ
し
や
分
析
器
具
を
用
い
て
測
定
さ
れ

る
。
私
も
、
い
つ
し
か
そ
れ
ら
に
依
存

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
。

今
は
、
何
万
と
も
い
え
る
田
の
稲
を
観

て
歩
き
、
選
ぶ
育
種
の
現
場
の
中
で
、

頼
れ
る
も
の
は
わ
が
心
身
の
稲
に
対
す

る
感
性
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
。

　

農
場
で
育
種
を
始
め
た
頃
、
た
ま
た

ま
縁
あ
っ
て
、「
い
の
ち
の
電
話
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
た
、「
聴
く
」

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
、
日
々
そ

の
意
味
の
深
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機

会
に
恵
ま
れ
た
。「
人
の
こ
と
は
人
に

聴
け
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、

私
は
、「
聴
く
」
を
懸
け
橋
と
し
て
、

人
と
稲
の
い
の
ち
の
間
を
行
き
来
し
、

仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、「
聴
」
を
漢

和
辞
典
で
引
い
て
み
る
と
、
よ
く
注
意

し
て
聞
く
と
い
っ
た
一
般
的
な
意
味
に

加
え
て
、
従
う
、

自
由
に
し
て
お

稲
の
こ
と
は
稲
に
聴
け

静岡大学名誉教授　中井弘和

静岡県ナンバーワンと認定された大仁農場のともえ桜
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た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、
近
畿
か

ら
岐
阜
・
長
野
・
山
梨
へ
と
伝
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

業
界
で
は
「
寒
天
は
原
藻
の
買
い
付

け
で
勝
負
が
決
ま
る
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
品
質
の
良
し
悪
し
が
原
料
に
大
き

く
左
右
さ
れ
ま
す
。
原
料
と
な
る
天
草

は
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
に
至
る
太
平

洋
側
の
県
で
採
集
さ
れ
、
特
に
伊
豆
半

島
や
伊
豆
七
島
で
採
れ
る
天
草
は
、
品

質
管
理
も
優
れ
て
高
級
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
国
産
も
の
は
年
々
減
少

し
、近
年
は
輸
入
品
が
増
え
て
い
ま
す
。

寒
天
を
使
っ
て
、
我
が
家
な
ら
で
は
の

水
菓
子
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
寒
天
は
１
０
０
倍
量
の
水

を
固
め
る
力
が
あ
る
の
で
、
基
本
は
水

１
ℓ
に
対
し
て
寒
天
10
ｇ
と
砂
糖
80
ｇ

～
１
２
０
ｇ
で
作
り
ま
す
。
水
に
戻
し

て
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
寒
天
を
絞
り
、

分
量
の
水
で
煮
溶
か
し
砂
糖
を
加
え
て

冷
ま
す
と
自
然
に
固
ま
り
ま
す
。
黒
蜜

や
あ
ん
こ
、
果
物
と
一
緒
に
お
召
し
上

「
今
日
は
初
夏
の
よ
う
な
陽

気
ね
、
何
か
冷
た
い
も
の

が
食
べ
た
い
な
ー
」、「
こ

の
前
と
こ
ろ
て
ん
買
っ
て

お
い
た
の
よ
」、「
そ
り
ゃ

い
い
ね
!!
」

　

と
こ
ろ
て
ん
が
海
藻
の

天
草
か
ら
作
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
と

お
り
で
す
が
、「
心
太
」
を
「
と
こ
ろ

て
ん
」
と
正
し
く
読
め
る
ひ
と
は
多
く

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
て
ん
は
、
天
草
を
洗
っ
て
煮

沸
し
、
ろ
過
し
て
か
ら
容
器
に
入
れ
て

固
ま
ら
せ
た
も
の
で
す
。
昔
は
四
角
柱

の
と
こ
ろ
て
ん
を
天
突
き
器
で
突
い
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
細
く
突
か
れ
た

と
こ
ろ
て
ん
が
容
器
入
り
で
売
ら
れ
て

お
り
、
別
添
の
タ
レ
付
き
な
の
で
そ
の

ま
ま
冷
や
し
て
手
軽
に
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

寒
天
は
、
そ
の
と
こ
ろ
て
ん
を
冷
気

の
中
で
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
す
。
今
か

ら
３
０
０
年
ほ
ど
前
に
京
都
で
作
ら
れ

加工食品

が
り
く
だ
さ
い
。ミ
ル
ク
や
練
乳
、メ
ー

プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
や
き
な
粉
な
ど
を
お
好

み
で
か
け
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
寒
天
を
色
付
き
に
し
た
い

時
は
、
コ
ー
ヒ
ー
・
抹
茶
・
紅
茶
な
ど

を
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
果
汁

だ
と
酸
の
影
響
で
寒
天
の
固
め
る
力
が

出
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
果
汁
た
っ
ぷ

り
加
え
る
場
合
は
寒
天
よ
り
ゼ
ラ
チ
ン

を
使
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

エ
ム
オ
ー
エ
ー
に
は
、
京
都
府
内
で

１
０
０
年
以
上
も
昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
製

法
で
作
り
続
け
て
い
る
糸
寒
天
が
あ
り

ま
す
。
天
草
と
水
だ
け
で
作
っ
た
と
こ

ろ
て
ん
を
冬
の
寒
気
の
中
で
じ
っ
く
り

と
自
然
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
有
名
菓
子
屋
さ
ん
向
け
に
出

荷
さ
れ
る
高
級
品
な
の
で
、
市
販
に
は

な
か
な
か
出
回
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

今
年
の
夏
も
暑
く
な
り
そ
う
…
？
。

そ
ん
な
初
夏
の
到
来
が
感
じ
ら
れ
る
陽

気
に
は
、
寒
天
を
使
っ
た
料
理
や
お
菓

子
を
作
っ
て
、
涼
し
げ
な
食
卓
を
演
出

し
て
み
て
は

い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
て
ん
を
乾
燥
さ
せ
る
と
寒
天
に
変
身

寒天

health & food
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shopping 産地等からの直送便
自然農法マーク 転換期間中マーク 特別栽培マーク

農薬の使用は、その地域の慣行農法の
基準の２分の１未満まで
化学肥料不使用

　 　 　

◎お支払いは同梱の郵便振替にてお願い致します。

こちらの農産物は大仁農場パル店で
ご注文を承っています。
パル店（大仁農場）　
　　　　　　　〒 410-2311  静岡県伊豆の国市浮橋 1606 番地の 6

電話

FAX

（0558）79 - 1125

（0558）79 - 1130

ご
注
文
窓
口

生
産
者
の
西
村
さ
ん

カボチャ
注文期間　５月１日〜５月 27 日
発送期間　６月上旬
値　　段　4,650 円

限定数量　100 箱
発送形態　10kg 箱（5 〜 8 玉入り）
　　　　　　（サイズ指定は不可）
　　　　　　（2 ケース 1 梱包にて発送可）

鹿
児
島
県

指
宿
普
及
会

真
空
パ
ッ
ク
が

好
評
で
す
。

○消費税込みの値段です。
○別途送料 600 円（沖縄・離島は＋ 500 円）

生
産
者
の
森
谷
さ
ん
ご
夫
妻

サクランボ
注文期間　５月１日〜６月 15 日
発送期間　６月下旬〜
値　　段　6,000 円

限定数量　なくなり次第終了
発送形態　500g × 2 パック箱（L 秀品）

山
形
県

河
北
普
及
会

（佐藤錦）
○消費税込みの値段です。
○別途送料 600 円

生
産
者
の
中
谷
さ
ん

生産者の坂本さん

グリーンアスパラ
注文期間　５月 27 日まで
発送期間　６月上旬〜
値　　段　3,000 円

限定数量　100 箱
発送形態　1kg ギフト箱（M 以上）
　　　　　　　（クール便）
　　　　　　　（２ケース１梱包にて発送可）

北
海
道

旭
川
普
及
会

○消費税込みの値段です。
○別途送料 800 円（沖縄・離島は＋ 500 円）

初夏の野菜セット
春
セ
ッ
ト
（
野
菜
は
旬
野
菜
）

注文期間　5 月１日〜 6 月末
発送期間　ご注文より１週間〜 10 日前後
値　　段　3,000 円
　　　　　賛助会員価格 2,500 円

限定数量　50 セット
発送形態　大仁牧場産の牛乳（900㎖）と鶏卵（10 ヶ入）
　　　　　　＆大仁農場産中心の自然農法野菜
　　　　　　（クール便でお届けします）

○消費税込み
○送料込み（沖縄・離島、北海道は別途 500 円）

○消費税込み
○送料込み（沖縄・離島、北海道は別途 500 円）

大
仁
牛
セ
ッ
ト

大仁牛セット
注文期間　５月１日〜６月末
発送期間　ご注文より１週間〜 10 日前後
値　　段　8,100 円
　　　　　賛助会員価格 7,500 円

限定数量　20 セット
発送形態　牛肩ロースすきやき用（500g)、牛モモミニス
　　　　　　テーキ（500g)、牛モモすきやき用（500g)
　　　　　　（冷凍便でお届けします）

本誌では、産地直送の自然農法野菜を心待ちにしていただいている方々の
ために「産地等からの直送便」を掲載しています。MOA 自然農法普及会及
び所属する個々の生産者の皆様に自慢の農産物等を出品していただき、多く
の自然農法ファンにお届けしたいと思っています。この機会を通じて、是非
誌上通販にご参加下さい。掲載は無料です。

お届け先は関東、東北、信越、北陸、
中部、関西のみとなります。地域限定

◎お支払いはお届け月の末に締めて翌月 10 日過ぎ頃に請求書を郵送致します。（請求書は商品には入りません）

☆こちらの農産物はMOAつうはんで
　ご注文を承っています。

MOA 商事『MOA つうはん』
　　　　　〒 413-0011  静岡県熱海市田原本町 9-1 熱海第一ビル 7 階

フリーダイヤル　通話料無料

FAX

（0120）555 - 872

（0557）84 - 2645

ご
注
文
窓
口

自慢の自然農法野菜を誌上通販で紹介します。

誌上通販出品のお申し込みは

0558-79-1113 0558-79-1115☎

FAX

普及課（濱本）まで

　参加対象者は、本事業団の
生産者会員であること、また
自然農法及び特別栽培の農産
物である方に限られます。
　希望者は本誌編集部までご
連絡下さい。折り返し用件を
書き込むためのフォーマット
をお届けします。
　なお、下記のメールにても
受け付けています。
s-hamamoto@moa-inter.or.jp
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３
月
４
日
、
伊
豆
の
国
市

の
小
野
登
志
子
市
長
の
案
内

で
台
湾
嘉
義
県
の
張
花
冠
県
知
事
の
一
行
が

大
仁
農
場
と
奥
熱
海
療
院
を
訪
れ
ま
し
た
。

同
県
は
以
前
か
ら
静
岡
県
と
友
好
関
係
に
あ

り
、
静
岡
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
後
に
来

場
さ
れ
、
療
院
内
の
茶
室
で
自
然
農
法
の
お

抹
茶
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

　

慶
応
大
学
看
護
学
部
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ひ
よ
こ
足
湯
隊
」
が
福
島
避
難
者
と
共

に
大
仁
瑞
泉
郷
を
訪
れ
、
癒
し
の
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
で
し
た

が
、
３
班
に
分

か
れ
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
、

有
意
義
な
１
日

を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

お便り回覧板
東
京
高
輪
の
取
り
組
み
、
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。「
子
供
た
ち

の
子
供
た
ち
も
、
ず
っ
ー
と
先
の
子
供
た
ち
も
食
べ
て
い
け

ま
す
よ
う
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
。　
　
　

 　
　
　
　
（
北
海
道
旭
川
市　

伊
藤
智
賀
子
）

癒
し
の
郷
紀
行
の
北
海
道
瑞
泉
郷
の
ひ
ま
わ
り
畑
の
写
真
が
と

て
も
美
し
く
、
な
つ
か
し
く
読
み
ま
し
た
。

（
北
海
道
札
幌
市　

北
畑
啓
子
）

毎
回
、
中
井
先
生
の
エ
ッ
セ
イ
が
楽
し
み
で
す
。
読
む
と
心
が

ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。
ず
っ
〜
と
続
き
ま
す
よ
う
に
。　

（
青
森
県
八
戸
市　

金
田
一
元
子
）

３
月
号
の
「
十
五
夜
み
そ
」
を
つ
く
っ
て
み
る
事
に
し
ま
し
た
。

津
軽
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
材
料
を
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
自
然
の
大
豆
が
な
く
な
り
、
黒
豆
で
つ
く
る
予
定
で
す
。
今

か
ら
で
き
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
情

報
や
役
に
立
つ
コ
ー
ナ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
青
森
県
北
津
軽
郡　

成
田
千
代
）

衛
生
ボ
ー
ロ
は
懐
か
し
い
お
菓
子
。
小
さ
く
て
丸
い
や
わ
ら
か

な
甘
み
と
サ
ク
ッ
と
し
て
溶
け
て
い
く
。
孫
は
小
さ
な
指
で

つ
ま
ん
で
一
つ
一
つ
大
事
に
食
べ
て
い
ま
す
。
売
店
で
私
は
孫
に
と
、

娘
は
「
私
が
好
き
な
の
よ
」
と
買
っ
て
い
ま
し
た
。

（
東
京
都
品
川
区　

貝
瀬
久
子
）

中
井
先
生
の
エ
ッ
セ
イ
「
自
然
農
法
と
有
機
農
業
」
の
中
で
、

共
通
点
と
相
違
点
を
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
、
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　　
　
（
三
重
県
東
員
町　

川
上
登
弘
）

冬
の
田
ん
ぼ
の
畝
立
て
耕
起
法
を
読
ん
で
、
今
迄
な
ぜ
田
ん
ぼ

の
畝
立
て
が
冬
に
あ
る
の
か
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
の
で
謎

が
解
け
、
春
ま
で
の
抑
草
効
果
が
目
的
と
知
り
、
農
業
に
携
わ
る

人
達
の
知
恵
が
素
晴
ら
し
と
感
激
し
ま
し
た
。

（
大
阪
府
能
勢
町　

田
代
至
子
）

大
都
会
の
高
輪
で
「
地
産
地
消
・
野
菜
の
日
」
が
開
か
れ
て

い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
近
郊
に
出
荷
農
家
が
あ
り
、

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
る
と
聞
き
、
さ
ら
に
び
っ
く
り
。
数

年
前
に
東
京
療
院
内
で
頂
い
た
自
然
食
の
お
い
し
さ
を
思
い
出
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
県
倉
敷
市　

小
林
喜
久
子
）

十
五
夜
み
そ
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
目
に
し
ま
し
た
。
釧
路

に
居
た
時
は
よ
く
味
噌
を
作
り
ま
し
た
が
、
岡
山
に
来
て

一
度
も
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。
是
非
十
五
夜
み
そ
を
作
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
楽
し
み
で
す
。（
岡
山
県
岡
山
市　

小
谷
徳
子
）

トピッ ス
台
湾
の
嘉
義
県
知
事
を

伊
豆
の
国
市
長
が
案
内

慶
応
大
学
の
看
護
学
生
と
福
島

避
難
者
が
大
仁
で
癒
し
の
時
間

members 読者コーナー

　今回は『アスパラガス』を10名様にプレゼント。ご希望の方は住所、
氏名、年齢、電話番号、会員番号、記事の感想とプレゼント名を書
き添えて下記までお申し込みください。

〒 410-2311　静岡県伊豆の国市浮橋 1606 の２
ＭＯＡ自然農法文化事業団「読者プレゼント」係

締
切

５
月
20
日

（
火
）

消
印
有
効

　当選は発送をもってかえさせていただきます。
　なお、お便り回覧板に掲載された方と当選者は必ず
しも一致いたしません。また天候の関係などで代替え
品になる場合もあります。予めご了承ください。

ク

プレゼ
ント

　奥熱海療院を訪れた張花冠知事と
小野市長の一行。

５月

６月

満
月
▽
15
日

満
月
▽
13
日

新
月
▽
29
日

新
月
▽
27
日

上
弦
▽
７
日

上
弦
▽
６
日

下
弦
▽
21
日

下
弦
▽
20
日

ひよこ足湯隊の皆さん。
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ブ
イ
ヨ
ン
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
に

お
い
て
ス
ー
プ
の

ベ
ー
ス
と
し
て
用

い
ら
れ
る
だ
し
汁
の
こ
と
で
す
。

通
常
は
、
牛
肉
や
鶏
肉
、
魚
な
ど

を
野
菜
と
と
も
に
煮
込
ん
で
作

り
、
そ
れ
を
ポ
ト
フ
と
呼
び
、
汁

だ
け
取
り
出
し
た
ブ
イ
ヨ
ン
を
更

に
調
理
し
た
も
の
を
コ
ン
ソ
メ
と

言
い
ま
す
。

　

タ
マ
ネ
ギ
や
ナ
ス
、
ト
マ
ト
な

ど
の
皮
に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の

一
種
が
含
ま
れ
て
い
て
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
動
脈
硬
化
や

脳
梗
塞
を
防
い
だ
り
、
肌
を
健
康

●ここがポイント 野菜
くずは皮を使うため無農
薬であることが健康のた
めに欠かせません。

野菜ブイヨンをつくりましょう

使う材料

○野菜くず　　　　　　適量
（玉ねぎ、なす、にんじん、
かぼちゃ、きゅうり等の皮や
種、へた、芯）

○水　　　　　　　　　適量

調理時間

40 分

エネルギー

ー

塩分

ー

（作りやすい分量）

❶を水でよく洗う。

　鍋に❷を入れて、水を野菜くず
ヒタヒタくらいまで入れる。
※出来ればミネラルウォーターが
お勧めです。

　沸騰させ、そこから 30 分ほ
ど弱火で煮込む。

　火を消してザルでブイヨンを
こすと完成。

　他の料理で出た野菜くずをある
程度ためて冷蔵保存しておく。

※アイディアをお持ちの方は編集部までお手紙下さい。参考にさせていただきます。

に
保
つ
作
用
な
ど
様
々
な
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

野
菜
は
皮
と
実
の
間
に
栄
養
成
分

が
多
く
、
食
物
繊
維
な
ど
も
豊
富

で
す
。
無
農
薬
の
野
菜
で
あ
れ
ば

ど
の
野
菜
で
も
良
い
為
、
廃
棄
し

て
し
ま
う
皮
や
へ
た
を
有
効
活
用

し
て
み
て
下
さ
い
。

●ここがポイント　野菜に
よって色目や香りが違って
きます。とくに玉ねぎの皮
が入っていると綺麗なうす
い琥珀色になります。

❷

❸

❹
❺

❶

※無農薬の野菜に限ります。また、
じゃがいもの芽や皮に毒性が含まれ
る場合があり、使用は控えましょう。



　　　　　　　　　　つ く り 方

今
月
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

萬
両
美
幸
さ
ん

’の

栄
養
士

（４人分）「材料」

　

春
先
に
出
回
る
新
玉
ね
ぎ
は
、
水
分

が
多
く
て
柔
ら
か
く
、
辛
味
が
少
な
い

の
が
特
長
で
す
。
し
か
し
、
痛
み
や
す

く
、
風
味
も
落
ち
や
す
い
た
め
新
鮮
な

う
ち
に
使
い
切
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
独
特
の
辛
味
と
香
り
は
、
硫
化
ア

リ
ル
と
い
う
成
分
で
、
消
化
酵
素
の
分

泌
を
促
し
、
新
陳
代
謝
を
盛
ん
に
し
、

血
液
凝
固
を
防
ぐ
働
き
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
玉
ね
ぎ
は
切
り
方
で
味

や
歯
ざ
わ
り
が
変
化
し
ま
す
。
繊
維
に

対
し
て
直
角
に
切
っ
た
後
、
さ
っ
と
水

に
さ
ら
す
と
辛
味
が
抜
け
て
甘
味
が
出

て
き
ま
す
し
、
繊
維
に
沿
っ
て
切
る
と

ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
味
が
で
て
き
ま
す
。

煮
込
み
料
理
に
は
煮
崩
れ
せ
ず
歯
ざ
わ

り
が
残
る
、
繊
維
に
沿
っ
た
切
り
方
が

お
す
す
め
で
す

編
集

発
行

人
／

水
野

昌
司
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健
康
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ

調理時間 カロリー 塩分
約30分 145kcal 2.5g ( １人分）( １人分 )

一
口
ア
ド
バ
イ
ス

新
玉
ね
ぎ
ス
ー
プ

●新玉ねぎ　　　　4 個
●ベーコン 2 枚（60g）
●さやいんげん　　40g
●野菜ブイヨン
　　　4 カップ（800㏄）
●塩　  小さじ 1 と 1/2
●こしょう　　　　少々

①玉ねぎは皮をむき、一口大に切る。さやいん
　げんは 1㎝くらいに切り下茹でしておく。

③鍋に玉ねぎを入れ、野菜ブイヨンを入れて火
　にかける。
④沸騰したらベーコンを加え、蓋をして弱火で
　煮込む。
⑤玉ねぎがやわらかくなったら火からおろし、
　さやいんげんを加え、塩こしょうで味を整え
　る。

②ベーコンを１㎝の短冊きりにする。

※野菜ブイヨンについては本頁裏面ののレシピを
　ご参照下さい。


